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研究ノート

美利河 1遺跡 D地点出土の峠下型細石刃核の運用に関する考察

3.1 はじめに
北海道南部は、旧石器時代に利用されていたと思われる黒
曜石原産地は存在しないが、国縫川流域などで良質な珪質
頁岩を得ることが可能な頁岩地帯である。それを裏付ける
ように、珪質頁岩製石器が主体となる旧石器時代遺跡は函
館市石川１遺跡や知内町湯ノ里遺跡、八雲町大関校庭遺跡
など渡島半島の各地に存在し、珪質頁岩製石器の製作拠点
と想定される今金町美利河 1 遺跡や木古内町新道 4 遺跡が
確認されている。美利河 1 遺跡においては良質な珪質頁岩
の産出地である国縫川に隣接しており、多数の原石が搬入
された原産地遺跡であるが、このような石材環境にありな
がらも一部の峠下型細石刃核石器群において黒曜石を石器
素材として選択的に利用する特異な状況が確認されている。
遠隔地石材である黒曜石が豊富な珪質頁岩を有する地域
である北海道南部に搬入される背景を明らかにすることは、
旧石器時代における人類の行動様式をよりローカルな視点
で捉え、石材原産地と消費地の関係性を理解する上で非常
に重要である。そのためには、石器群を構成する各種の石
器をどのような管理下で運用していたのかを明らかにしな
ければならない。そこで本稿では、黒曜石製の峠下型細石
刃核石器群が確認されている美利河 1遺跡 D地点出土の峠
下型細石刃核関連資料を対象とし、大塚（大塚 2022）や青
木（青木 2023）の研究を参考に石器表面の微細痕跡の観察
に基づき、その運用について考察を行うことを目的とする。

3.2 美利河 1遺跡Ｄ地点の概要
美利河 1 遺跡は北海道南部の渡島半島北部、日本海に注
ぐ後志利別川の支流ピリカベツ川の左岸丘陵上の標高 130

ｍ～150ｍ地点に位置する。1978年に美利河ダム建設に伴
う事前調査によって発見されて以来、これまで A・B・C・

D・E・Kの計 6地点で発掘調査が実施され、遺跡の範囲は
約 125,500㎡と推定されている（今金町教育委員会 2002）。
D 地点は 2000～2001 年の調査で合計 206 ㎡が発掘調査
され、計 29650 点の石器が出土し、峠下型細石刃核石器群
と剥片を素材とする特徴的な形態の尖頭器からなる石器群
の二つの石器群が確認された（今金町教育委員会前掲）。組
成は表 3.1のとおりである。両者の平面的、垂直的な位置関
係は重複しているものの、峠下型細石刃核石器群では細石
刃核の素材に黒曜石を選択的に利用し、尖頭器石器群では
尖頭器の素材に主に珪質頁岩を利用するなど、石材の利用
状況において両石器群は異なる。また、峠下型細石刃核石
器群に尖頭器が伴う例は本遺跡以外では知られていないこ
とから、ここでは両者は由来が異なる石器群と判断した。

3.3 資料と分析方法
出土資料のうち、確実に峠下型細石刃核石器群に帰属す
ると考えられる黒曜石製の峠下型細石刃核 12点、左側面に
明瞭な素材剥片の主剥離面が残存し片面調整の細石刃核か
ら剥離された削片 61点を観察対象とした。分析の前段階と
して、細石刃核と削片の接合を行い、個体別資料の把握を
行った。その結果、細石刃核と削片が接合した例は 1例、削
片同士の接合は 12例存在し、合計 44個体に分別すること
ができた。
この 44個体を対象として、石器の運用過程における素材
の準備段階、製作段階、細石刃剥離段階、廃棄の各段階で形
成される素材主剥離面、器体の調整剥離面、細石刃剥離打
面、最終的な細石刃剥離作業面のそれぞれの表面状態を観
察し、どのような過程を経て各個体が遺跡に残されたのか
を分析していく。
資料の観察には肉眼、ルーペのほか 10～240倍の範囲で拡
大可能なデジタルマイクロスコープ（Dino-Lite PremierM
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表 3.1 D地点出土石器組成
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頁岩 1 21 882 12 18 5 158 195 13 26 8 24 6 98 46 25137 26650
黒曜石 12 72 468 18 10 32 5 15 2 5 1 2 3 2214 2859
メノウ 1 1 22 24
安山岩 1 2 4 7

チャート 1 4 1 6
砂岩 5 1 6

マンガン 31 31
その他 48 7 55
不明 7 5 12
総計 13 72 489 900 23 50 5 165 210 13 28 8 29 7 101 146 27391 29650

型番 DINOAM4113ZT）を使用した。また、石器の表面状
態を記録する際にはデジタルマイクロスコープの撮影機能
を使用し、必要に応じて偏光機能を使用して反射光を低減
させている。

3.4 結果
3.4.1 観察された痕跡の種類（図 3.1）
資料全体を通して観察された剥離面の微細痕跡は、大き
く以下の 4つに区分することができた。
A：ランダムな深く長い線状痕
B：クレーター状に抉れるピット
C：ランダムな浅く短い線状痕
D：一定方向に延びる細い線状痕
これらのうち、A・Bについては御堂島（御堂島 2020）や
沢田（沢田 2020）の研究から、石器を長距離運搬した際に
生じる痕跡と判断できる。そのため、Aおよび Bの付着状
況によって剥離面形成後、廃棄までの期間にどの程度の時間
的隔たりがあるかを推測することが可能である。C は、比
較対象として観察を行った二次加工の無い剥片の主剥離面
にも少量確認されたことから、石器の埋没過程で一定量形
成されるものと考えられる。一方で、剥片の主剥離面全面
に及ぶものは無かった。そのため、このタイプのものが剥
離面の全面に観察される場合は自然の影響だけでなく、使
用や運搬など人為的作用の累積が生じているものと考えら
れる。D については使用痕と考えられるものであり、器体
長軸に平行あるいは直行するものが、細石刃剥離作業面付
近もしくは削片の主剥離面側の側縁付近で確認された。
これらの観察結果から、運搬もしくは使用によってもた
らされたと考えられる細石刃核と削片の石器表面状態につ
いて、明確な運搬痕と判断される Aおよび Bを基準に、次
の 4 つの段階に区分した。ステージⅠ：剥離面の一部にま

ばらに Cが存在するもの。ステージⅡ：Cが剥離面全体に
及ぶもの。ステージⅢ：剥離面全体を覆う Cに加えて、剥
離面の一部に Aまたは Bが見られるもの。ステージⅣ：剥
離面全体を覆う C に加えて剥離面全体に A または B が見
られるもの。
ステージⅠは剥離面が形成された後それほど時間を経ず
に石器が遺棄され埋没過程で生じた傷のみが石器表面に残
されたと考えられるものである。ステージⅡは剥離面が形
成されたのち短期間の運搬や石器の使用が行われたことで
痕跡が残されたものと考えられる。ステージⅣは剥離面形
成後、長期間にわたる運搬や使用が繰り返された段階のも
のと考えることができ、ステージⅢはステージⅡとステー
ジⅣの中間の段階のものと考えられる。
3.4.2 細石刃核の観察結果
前述の区分に基づき、細石刃核の素材主剥離面とその他
の面との比較を行った結果が表 3.2～3.4である。

表 3.2 細石刃核素材主剥離面と器体調整剥離面

細石刃核

器体調整部 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明 総計

Ⅰ 2 2

Ⅱ 2 2 4

Ⅲ 2 2

Ⅳ 2 2

不明 2 2

総計 2 8 2 12

素材主剥離面

被熱により詳細な観察ができなかった 2 点を除いて、ほ
とんどの細石刃核の素材主剥離面にはステージⅣの段階に
至る多量の傷が残されていた。一方で、器体の調整剥離面
や打面部ではステージⅠ～Ⅳの各段階の面が見られた。ま
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表 3.3 細石刃核素材主剥離面と細石刃剥離打面

細石刃核

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明 総計

Ⅰ 1 1

Ⅱ 2 1 3

Ⅲ 5 5

Ⅳ 1 1

不明 2 2

総計 2 8 2 12

素材主剥離面

細石刃剥離打面

表 3.4 細石刃核素材主剥離面と細石刃剥離作業面

細石刃核

作業面 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明 総計

Ⅰ 2 3 5

Ⅱ

Ⅲ 5 5

Ⅳ

不明 2 2

総計 2 8 2 12

素材主剥離面

表 3.5 削片素材主剥離面と器体調整剥離面

MC削片

器体調整部 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明 総計

Ⅰ 10 18 1 29

Ⅱ 1 2 3 5 11

Ⅲ 13 2 15

Ⅳ

不明 1 5 6

総計 1 3 31 25 1 61

素材主剥離面

た、細石刃剥離作業面では、ステージⅠとステージⅢのいず
れかとなった。そのほか、2点の細石刃核の素材主剥離面に
明瞭な使用痕が確認された。
3.4.3 削片の観察結果
同様にして、削片のそれぞれの面において観察を行った
結果が表 3.5～3.7 である。まず、素材主剥離面は細石刃核
同様に多量に傷が残るものが中心であったが、細石刃核と
は異なりステージⅠおよびⅡなどの傷が少ない段階のもの
も少量見られた。器体の調整剥離面については傷の少ない
ステージⅠが最も多い傾向となった。また、打面について
はステージⅠまたステージⅢに二分された。作業面は 1 点
のみステージⅠであったが、これは細石刃核との接合資料
である。そのほか、11個体の素材面や主剥離面に明瞭な使

表 3.6 削片素材主剥離面と細石刃剥離打面

MC削片

細石刃剥離打面 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明 総計

Ⅰ 4 13 17

Ⅱ 1 1

Ⅲ 19 4 1 24

Ⅳ

不明 1 2 1 4

なし 1 1 6 7 15

総計 1 3 31 25 1 61

素材主剥離面

表 3.7 削片素材主剥離面と細石刃剥離作業面

MC削片

作業面 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明 総計

Ⅰ 1 1

Ⅱ 3 3

Ⅲ 3 3

Ⅳ

不明 1 8 9 18

なし 1 2 17 15 1 36

総計 1 3 31 25 1 61

素材主剥離面

用痕が確認された。

3.5 考察
以上の結果から、美利河 1遺跡 D地点における黒曜石製
の細石刃核の運用について考察する。
まず、細石刃核の素材主剥離面の表面状態はステージⅣ
が大部分であるのに対して、製作段階である器体の調整剥
離面の表面状態はステージⅠからステージⅣまで各段階の
ものが存在し、両者に大きな差が存在する。これは、細石刃
核の素材となる剥片が既に石核から剥離された状態で長期
間運搬され、それを順次細石刃核へ加工していったため器
体調整を行った剥離面における微細痕跡の発達状況に差が
生じたと考えられる。これは同時に、製作時から経過した
期間に個体差があることを示しており、遊動しながら漸次
的に細石刃核を製作する一方で、廃棄するタイミングはあ
る程度決まっていた可能性がある。一方、削片では器体の
調整剥離面や打面部で細石刃核よりも低いステージの割合
が多い傾向があった。細石刃核と削片の接合がわずか 1 個
体のみであるほか、44 個体中過半数の 32 個体の細石刃核
が遺跡外に搬出されていることから、削片剥離が行われた
個体はリダクションが進んでいない状態、即ち製作されて
から比較的時間が経過していなかったものと推測できる。
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また、細石刃剥離によって随時更新される細石刃剥離作
業面では、新鮮な面が残されるものが半数である一方で、ス
テージⅢの段階のものも半数存在していた。これは、細石
刃剥離が終了した段階の細石刃核であっても細石刃核が運
搬もしくは細石刃核とは異なる用途で使用されたためと考
えられる。これについては、2点の細石刃核に明瞭な使用痕
が確認されていることに加えて二次削片や打面再生削片に
も使用痕が確認されていることから、細石刃の生産と細石
刃核の二次的な使用が段階として分離しておらず、必要に
応じて役割を入れ替えながらフレキシブルに運用されてい
た可能性がある。

3.6 おわりに
本遺跡で見られた峠下型細石刃核の運用上の特徴は、①
素材を剥片の状態で長期間携帯し、②製作は漸次的に行い、
③細石刃剥離以外の用途が存在する、という 3 点にまとめ
ることができる。こうした特徴が、峠下型細石刃核石器群
に普遍的なものかどうかの検証が今後の大きな課題となる。
本遺跡においては、細石刃の二次加工の割合が他遺跡と
比較して著しく低いことが挙げられているが（宮本 2003）、
そうした状況と本遺跡の峠下型細石刃核石器群の運用上の
特徴とが関連している可能性がある。頁岩の石材補給に加
えて、保有する黒曜石製石器から搬出個体の選別といった
石器石材の切り替えのような作業が行われた結果、細石刃
の生産と細石刃核の運用の中止が発生したと考えることは
可能であろう。
また、黒曜石製の資料のうち、多くは赤井川産と推定され
ているものの理化学的な分析は実施されていない。そのた
め、産地同定などの理化学的分析を通じて細石刃核の属性
を明確化し、運用状況と立地、使用石材の産地といった情報
を詳しく整理していく必要がある。
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図 3.1 石器表面の微細痕跡


